
保護者の皆さんへ…巨大地震が起こり、大
津波警報が発令されたら、湯浅小学校にいる
児童は、役場へ全員避難を始めます。
保護者の方が津波の被害に遭わないために

も、まずはご自身が安全な場所に避難をする
ことをお願いします。状況が落ち着いてから
家族が合流できるよう、普段から避難先など
を家族で話し合っておいてください。

本年度、湯浅町では、津波の浸水想定区域内の地区を対象に、地
域性を勘案したブロックに分け、各ブロックでの地区別津波避難計
画を策定していく予定となっています。
なお、この「地区別津波避難計画」策定にあたっては、避難経路
や避難場所の決定をするため、各ブロックでワークショップを開催
し、皆様のご意見をいただくことが必要となります。対象地区の皆
様には、計画策定までご協力をお願いいたします。
去る10月31日には、第１回ワークショップとして区長さん、自主防災
組織、消防団を対象に『～東日本大震災の教訓から～「津波から命を

守るために」』と題し、元石巻市職員の方２名をお招きし、津波災害の恐ろしさとともに避難計画の必
要性をお話いただきました。東日本大震災という未曾有の大災害の教訓を活かし、南海トラフ大地震の
発生時に確実に生き残るための地区別津波避難計画の策定となるよう、ご協力をお願いいたします。
また、第２回ワークショップの開催については、１月下旬ごろに区長さん、自主防災組織を通じて

お知らせいたします。

大地震が起こったら…大地震が起こったら…
全校児童役場へ避難全校児童役場へ避難！！

11月５日、世界津波の日に湯浅小学校で避難訓練を実施しました。
子どもたちは、地震が来たら机の下などに隠れて頭や体を守ります。
校庭に集合したあと、防災頭巾をかぶって役場まで避難をし、
地震発生から27分で全員が役場の3階なぎホールに到着できました。

▲訓練では湯浅警察の協力の下、国道の横断など、交通安全に配慮して実施しました。

津波での被害者ゼロを目指して
～住民参加で計画策定～
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利用案内 ■開 館 時 間：平　　　日／ 9：30～19：00
　　　　　　　　土・日曜日／ 9：30～18：00
■休　館　日：月曜日、祝日、毎月月末の金曜日
■お 問 合 せ：湯浅町立図書館　☎62‒2280

児童書一般書

図書館 来てみて！

『人生おたすけ処方本』　三宅香帆／幻冬舎
　怒られた日、仕事に行きたくないとき、恋愛をし
たいとき、死にたいとき…。書評家の三宅香帆が、
人生のあらゆる場面で、あなたにぴったりの一冊
を処方します。とっておきの、よく効く本が満載。

『ごめんなさい！』　いもとようこ／金の星社
　おばあちゃんが大事に育てたおいも。「明
日にでもほることにしましょう」と思ってい
た次の日、畑は荒らされ、おいもはすっかり
なくなっていました。翌年、おいもを植えよ
うとしないおばあちゃんの家に訪ねてきたの
は…。（対象：０～５歳）

『たくさん編みたい！かわいいキッズニット』
ブティック社
フードつきのベスト、サルエルパンツ、マルチ

ボーダーのプルオーバー、ねこ耳キャップ…。こ
ものからウエアまで、90～ 120㎝サイズのキッズ
のための、かわいいニットアイテムを紹介します。

『みかん、好き？』　魚住直子／講談社
　拓海の前に突然あらわれた、風変わりな女の子・
ひなた。拓海の祖父が作るみかんに感動して東京
から瀬戸内海の島までやってきたという。ひなたと
祖父はどんどん仲良くなり、一緒にみかんを育てる
ことに…。甘酸っぱい青春小説。（対象：小学５年生～中学３年生）
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書
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新
着
図
書
の
ご
案
内『にっぽん全国たのしい船旅』　イカロス出版

『天保十四年のキャリーオーバー』　五十嵐貴久／ＰＨＰ研究所
『菊花の仇討ち』　梶よう子／文藝春秋
『おいしい家族』　ふくだももこ／集英社　　など

『ねこおどる』　広瀬克也／絵本館
『だれもしらない図書館のひみつ』　北川チハル／汐文社
『考える力を育てるはじめてのゆびあみ』　日本ヴォーグ社
『北斎の絵本』　葛飾北斎／小学館　　など

＊おはなし会（こども向け） 次回は 12/14㊏です！＊
◆休館のおしらせ◆ 12/29 ㊐～ 1/3 ㊎は年末年始の休館期間です。本の返却は時間外返却口をご利用ください。
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広報ゆあさ10月号に掲載しましたリサイクルフェアのお知らせで、開催日と場所に誤りがありま
した。正しくは「11/１㊎・11/２㊏湯浅町立図書館」でした。お詫び申し上げます。7 令和元年12月


